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12月市議会
定例会報告

　昨年12月４日から18日まで、15日間
の会期で開催されました。
　この議会では、専決処分の報告１
件、条例案７件、予算案７件、事件案
７件のあわせて22件が審議されまし
た。
　また、議員提案による意見書などに
ついても審議されました。
　主な内容をお知らせします。

《
一
般
会
計
》

　
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
予

算
か
ら
、
３９
万
余
円
を
減
額

し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

１
９
５
億
５
９
０
１
万
余
円
と
し

ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〈
議
会
費
〉

●
議
員
人
件
費
で
、
議
員
の
退
任

お
よ
び
新
た
に
就
任
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
２
０
７
万
余
円
の
減
額

〈
総
務
費
〉

●
企
画
費
で
は
、
北
信
広
域
連
合

へ
の
負
担
金
の
確
定
に
伴
い
、
負

担
金
１
９
７
万
余
円
の
減
額

●
情
報
通
信
施
設
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
で
、
繰
越
金
の
確
定
な
ど

に
伴
い
、
４
３
６
万
余
円
の
減
額

●
賦
課
徴
収
費
で
、
緊
急
雇
用
創

出
事
業
を
活
用
し
て
、
臨
時
職
員

賃
金
な
ど
２
４
７
万
余
円
の
増
額

〈
民
生
費
〉

●
社
会
福
祉
総
務
費
で
は
、
中

国
残
留
邦
人
の
転
入
や
医
療
支

援
費
の
増
加
に
伴
い
、
扶
助
費

１
７
０
万
余
円
の
増
額

〈
衛
生
費
〉

●
環
境
衛
生
費
お
よ
び
清
掃
総
務

費
で
、
北
信
保
健
衛
生
施
設
組
合

へ
の
負
担
金
の
確
定
に
伴
い
、
負

担
金
３
５
６
１
万
余
円
の
減
額

〈
農
林
水
産
業
費
〉

●
農
業
施
設
等
災
害
復
旧
事
業
費

で
、
８
月
に
発
生
し
た
豪
雨
お
よ

び
落
雷
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
農

業
施
設
の
復
旧
工
事
費
と
し
て

２
７
２
０
万
円
の
追
加

〈
土
木
費
〉

●
交
通
安
全
対
策
特
別
事
業
費

で
、
通
学
路
緊
急
合
同
点
検
の
結

果
、
通
学
児
童
生
徒
の
交
通
安
全

の
た
め
、
転
落
防
止
柵
な
ど
の
設

置
工
事
費
１
５
０
０
万
円
の
増
額

〈
教
育
費
〉

●
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
事
業
費

で
、
柳
沢
遺
跡
範
囲
確
認
調
査

で
、
県
教
委
の
指
導
に
よ
り
調

査
計
画
を
再
検
討
す
る
た
め
、

４
１
２
万
余
円
の
減
額

●
図
書
館
管
理
運
営
事
業
費
で

は
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
活
用

し
て
、
図
書
資
料
整
備
を
行
う
た

め
、
６4
万
余
円
の
追
加

「
中
野
市
債
権
管
理
条
例
」の
制
定

　
市
の
債
権
管
理
に
つ
い
て
、
公

正
か
つ
公
平
な
市
民
負
担
の
確
保

と
健
全
な
財
政
運
営
を
図
る
た

め
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
本
条

例
案
は
、
修
正
の
上
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

「
中
野
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交

付
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、

政
務
調
査
費
の
名
称
が
政
務
活
動

費
に
改
め
ら
れ
、
調
査
研
究
に
限

定
さ
れ
て
い
た
使
途
の
範
囲
が
拡

大
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
所
要

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
市
税
条
例
」の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
固

定
資
産
税
の
償
却
資
産
の
課
税
標

準
の
軽
減
と
、
個
人
市
民
税
の
寄

附
金
税
額
控
除
に
関
し
て
対
象
範

囲
を
拡
大
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
選
挙
管
理
委
員
会
及
び

議
会
等
の
要
求
に
よ
り
出
頭
し
た

者
に
対
す
る
実
費
弁
償
支
給
条

例
」
の
一
部
改
正

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、

議
会
本
会
議
に
お
け
る
公
聴
会
へ

出
席
し
た
者
お
よ
び
参
考
人
に
実

費
弁
償
を
行
う
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
保
育
所
条
例
」
の
一
部

改
正

　
中
野
市
保
育
所
整
備
計
画
に
基

づ
き
、
建
築
か
ら
５０
年
以
上
が
経

過
し
、
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る

「
み
よ
し
保
育
園
」
を
廃
止
し
、

新
た
な
保
育
施
設
を
整
備
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
暴
力
団
排
除
条
例
」
の

一
部
改
正

　
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
伴
い
、
本
条
例
に
お
け
る
同
法

の
引
用
条
項
を
整
理
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
間
山
温
泉
公
園
条
例
」

の
一
部
改
正

　
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
の
利
用
料
金
の

う
ち
、
浴
場
と
広
間
の
利
用
料
に

つ
い
て
は
、統
一
料
金
と
し
、ま

た
、
回
数
券
の
料
金
お
よ
び
回
数

を
改
定
し
、
団
体
料
金
を
廃
止
す

る
本
条
例
案
は
、
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

協 

定 

の 

締 

結

 

本
市
お
よ
び
飯
山
市
と
山
ノ
内

町
、
木
島
平
村
、
野
沢
温
泉
村
お

よ
び
栄
村
と
の
間
に
お
い
て
、
北

信
地
域
定
住
自
立
圏
形
成
に
関
す

る
協
定
を
締
結
す
る
た
め
、
「
中

野
市
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
議

決
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
、
議
会
の
議
決
を
得
ま

し
た
。
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こ
の
た
び
、
一
身
上
の
都
合
に

よ
り
平
成
24
年
１2
月
１８
日
を
も
ち

ま
し
て
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
約
３
年
９
カ
月
の
任
期
で
あ
り

　
こ
の
た
び
、
一
身
上
の
都
合
に

よ
り
、
平
成
24
年
１2
月
１８
日
を
も

ち
ま
し
て
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
世
界
的
な
経
済
危
機
や
東
日
本

大
震
災
の
発
生
な
ど
、
か
つ
て
な

い
厳
し
い
時
代
の
中
で
あ
り
ま
し

た
が
、
多
く
の
皆
様
方
の
温
か
い

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
、
市

民
福
祉
の
向
上
に
微
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
在
任
中
に
皆
様
方
か
ら
賜
り
ま

し
た
ご
支
援
、
ご
協
力
に
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
中
野
市
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
と
市
民
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副
市
長
退
任
ご
あ
い
さ
つ

髙

嶋

俊

郎

髙嶋前副市長

教
育
長
退
任
ご
あ
い
さ
つ

栗原前教育長

ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
方
の
温

か
い
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
教
育
行
政

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
在
任
中
は
、
市
民
教
育
懇
話
会

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
等
、
皆
様
方
か
ら

賜
り
ま
し
た
ご
支
援
ご
協
力
に
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
中
野
市
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
と
市
民
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
退
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

栗

原   

満

 

本
市
と
飯
山
市
は
、
定
住
自
立

圏
構
想
に
お
け
る
中
心
市
と
し

て
、
山
ノ
内
町
、
木
島
平
村
、
野

沢
温
泉
村
、
栄
村
と
北
信
地
域
定

住
自
立
圏
の
形
成
に
向
け
て
、
連

携
事
業
や
役
割
分
担
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

 

各
市
町
村
議
会
の
議
決
を
経

て
、
平
成
24
年
１2
月
１３
日
、
山
ノ

内
町
、
木
島
平
村
、
野
沢
温
泉

村
、
栄
村
と
、
「
北
信
地
域
定
住

自
立
圏
形
成
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。
協
定
に
基
づ
き

具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
、
北
信
地
域
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
で
の
検
討
を
経

て
、
「
北
信
地
域
定
住
自
立
圏
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

趣
旨

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能

な
地
域
を
形
成
し
、
大
都
市
圏
へ

の
人
口
流
出
に
よ
る
地
方
圏
の
人

口
減
少
を
食
い
止
め
る
国
の
定
住

自
立
圏
構
想
の
下
、
圏
域
と
し
て

必
要
な
生
活
機
能
の
確
保
に
関
し

て
中
心
的
な
役
割
を
担
う
中
心
市

と
連
携
市
町
村
が
、
役
割
分
担
と

相
互
の
連
携
協
力
の
下
に
行
う
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、

圏
域
全
体
の
活
性
化
と
魅
力
あ
る

地
域
を
形
成
す
る
も
の
で
す
。

構
成
市
町
村

中
心
市
…
中
野
市
、
飯
山
市

連
携
市
町
村
…
山
ノ
内
町
、
木
島

平
村
、
野
沢
温
泉
村
、
栄
村

期
間

平
成
24~

2８
年
度
（
５
年
間
）

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
政
策
情
報
課
政
策
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

取組事項 取組内容 連携事業

生活機能の
強化

圏域医療体
制の構築

中核的医療機関を中心とした
医療連携体制を推進し、住民
が安心して暮らせる圏域医療
体制の構築を図る。

北信総合病院再
構築支援、休日
診療所運営事
業、病院群輪番
制事業 他

地域生活の
充実

情報基盤、福祉、環境、企業
誘致、雇用促進、教育、防
災、子育て支援、消費者被害
対策等、住民生活に密接な事
業を推進する。

岳南広域消防無
線デジタル化事
業 他

結びつきや
ネットワー
クの強化

地域公共交
通の維持

広域的な地域公共交通の課題
について研究、検討し圏域を
つなぐバスや鉄道路線など、
住民の日常生活や経済活動に
必要な公共交通の利便性の向
上と運行の維持・確保を図る。

鉄道軌道輸送対
策、廃止路線バ
ス対策 他

圏域内外の
交流促進

広域的観光等の促進による圏
域内外の人口の流れの創出を
図る。

広域観光推進事
業

圏域マネジ
メント能力
の強化

市町村等の
連携強化・
人材育成

市町村職員等の合同研修会、
人事交流を行う。

専門分野におけ
る市町村合同研
修会、職員等の
人事交流

北
信
地
域
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た


